
■施肥の状況 

令和 7 年 7 月 25 日に圃場に施肥しました。 

写真１ 施肥前の圃場           写真２ 施肥中の圃場 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真３ 施肥後の圃場 

 

 

 

 

 

 

 

空の青さが印象的な整地された畑にて、施肥試験を開始しました。 

施肥後の畑を見渡すと、下水汚泥肥料を散布した区画がひと目でわかります。施肥区ごとの違い

が明確に現れており、効果が期待できます。 

暑い中、協力者の皆様が肥料の散布作業を行ってくださいました。心より感謝申し上げます。 

 

■定植 

写真４ 定植後の圃場 

 

 

 

 

 

 

 

■発芽 

写真５ 発芽 

 

 

 

 

 

 

 

令和 7 年 8 月 10 日（日）に圃場にサト

ウキビを定植しました。 

来年 12 月の収穫が待ち遠しく、今から

成長の様子が楽しみです。 

鄭和 7 年 9 月 8 日（月）、定植後、29 日

目のサトウキビ畑で発芽を確認しまし

た。 

土の表面から顔を出した芽が、順調な

生育のスタートを感じさせます。 

今後の成長を楽しみに、引き続き見守

っていきたいと思います。 



■生育状況 

写真 6 区分１（化学肥料区）        写真 7 区分２（下水汚泥肥料+化学肥料区） 

 

 

 

 

 

 

 

写真 8 区分３（下水汚泥肥料区）      写真 9 区分１と区分２ 

 

 

 

 

 

 

 

写真 10 区分２と区分３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

■仮径長 

 令和 7 年 12 月 5 日（金）、定植後、117 日目、仮径長の測定を実施しました。 

写真 11 区分１（化学肥料区）        写真 12 区分１（化学肥料区） 

 

 

 

 

 

 

写真 13 区分１（化学肥料区） 

 

 

 

 

 

 

化学肥料区 下水汚泥肥料+化学肥料区 

下水汚泥肥料区 

化学肥料区 下水汚泥肥料+化学肥料区 下水汚泥肥料区 

令和 7 年 9 月 22 日（月）、定植後、43

日目のサトウキビ畑の様子です。 

各区画とも欠株も目立たず、順調に成

長しています。 

今後は、11 月中旬に追肥を予定してい

ます。 

下水汚泥肥料+化学肥料区 

区分 1（化学肥料区） 

仮径長：約 84cm 

定植 117 日目に測定 



写真 14 区分２（下水汚泥肥料+化学肥料区） 写真 15 区分２（下水汚泥肥料+化学肥料区） 

 

 

 

 

 

 

 

写真 16 区分２（下水汚泥肥料+化学肥料区） 

 

 

 

 

 

 

 

写真 17 区分３（下水汚泥肥料区）     写真 18 区分３（下水汚泥肥料区） 

 

 

 

 

 

 

 

写真 19 区分３（下水汚泥肥料区）  

 

 

 

 

 

 

 

 「令和 7 年 12 月 5 日（金）、定植から 117 日目にサトウキビの茎の長さ（仮径長）を測定しま

した。」 

測定結果は以下のとおりです。 

・区分 1（化学肥料区）：約 84cm 

・区分 2（下水汚泥肥料+化学肥料区）：約 95cm 

・区分３（下水汚泥肥料区）：約 102cm 

 写真は、それぞれの区で測定した様子です。下水汚泥肥料を施用した区では、化学肥料のみの

区に比べて茎の長さがやや長く、初期成育に良好な傾向が見られました。なお、今回の測定は定

植後約 4 か月時点の結果であり、今後の生育後半でさらに効果がどのように現れるかを確認して

いきます。 

区分２（下水汚泥肥料+化学肥料区） 

仮径長：約 95cm 

定植 117 日目に測定 

 

区分 3（下水汚泥肥料区） 

仮径長：約 102cm 

定植 117 日目に測定 



■仮径長・茎数 

 令和 8 年 4 月 11 日（土）、定植後、244 日目、仮径長・茎数の測定を実施しました。 

 写真 20 区分 1 と区分 2           写真 21 区分 2 と区分 3 

  

 

 

 

 

 

 

 写真 21 区分 1（化学肥料区） 

  

 

 

 

 

 

写真 22 区分 2（下水汚泥肥料+化学肥料区） 

 

 

 

 

 

 

写真 23 区分 3（下水汚泥肥料区） 

  

 

 

 

 

 

 成果の具体的な数字 

 

 

 

 

 

定植後、244 日目に仮径長・茎数の測定を実施しました。 

数値上は、下水汚泥肥料区は化学肥料区と比べて同程度、または若干高い値を示しました。 

写真では分かりにくいものの、現地を確認した関係者からは、生育に明確な差が感じられるとの

声もあり、今後の夏場の生育進展が期待されます。 

 引き続き、生育の推移を観察していきます。 

化学肥料区 下水汚泥肥料+化学肥料区 下水汚泥肥料+化学肥料区 下水汚泥肥料区 

区分１（化学肥料区） 

1a 当りの平均仮径長：124cm 

1a 当りの茎数：47 本 

区分 2（下水汚泥肥料+化学肥料区） 

1a 当りの平均仮径長：126cm 

1a 当りの茎数：53 本 

区分 3（下水汚泥肥料区） 

1a 当りの平均仮径長：128cm 

1a 当りの茎数：58 本 

表１　仮径数、茎数

仮径長（cm） 茎数（本/a）

12/5 4/11 対標比 12/5 4/11 対標比

１　化学肥料 84 124 （100） ー 47 （100）

２　下水汚泥肥料+化学肥料 95 126 （102） ー 53 （113）

３　下水汚泥肥料 102 128 （103） ー 58 （123）

注１）　対標比は、化学肥料区に対する指数

区名


